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持つべきは友より一軒家？
  ～なわばり個体より群れ個体のストレスが高いワタリガラス～

群 れ で 休 息 す る ハ シ ブ ト ガ ラ ス Corvus 
macrorhynchos とハシボソガラス C. corone．
彼らも群れ生活でストレスを感じているの
だろうか？  撮影●内田 博

先日，北海道へワシの調査に行ってきました。う
ちのスタッフ３人，学生さん２人，そして共同で調
査受託している日本気象協会の方２人の計７人での
調査でした。１人の調査が多いぼくにとっては賑や
かで楽しい１週間でした。その反面，こんなぼくで
も多少は気を遣いますので，いつもの１人の調査の
ような気楽さはありません。どっちの調査が良い？ 
と聞かれると迷ってしまうところです。

それと同じかどうかわかりませんが，なわばり生
活をしている時と，群れ生活をしている時とどっち
が良いかという論文があったので，紹介したいと思
います。

この研究をしたのは Selva さんたちのチームで
す。ポーランドで群れ生活をしているワタリガラス 
Corvus corax となわばりをかまえているワタリガラ
スの新鮮な糞を集め，ストレスを示すホルモンであ
るコルチコステロンのレベルと寄生虫の状況を測る
ことにより，どちらがストレスのある暮らしをして
いるのかを検討しました。また性ホルモンを測るこ
とでその糞が雄のものか雌のものかを判断して，性
による違いがあるのかも検討しました。

すると，寄生虫量は群れで暮らしている鳥もなわ
ばりをかまえている鳥でも差はなかったのですが，
ストレスは群れで暮らしている鳥の方が高いことが
わかりました。また，群れ個体では雌雄にストレス
の差はないけれども，なわばり個体では雄の方がス
トレスが高いことがわかりました。

なわばり雄は，雌と違い，なわばりやつがい相手

を防衛する必要があります。そのため，なわばり個
体ではストレスレベルに性差が見られたのだと考え
られます。では，なぜ群れ個体の方がなわばり個体
よりもストレスが高いのでしょうか？ まず思いつ
くこととしては，群れ個体は若い個体が多いだろう
ことがあげられます。しかし，これまでの研究で
は，長寿命の鳥における若鳥と成鳥のストレスレベ
ルには大きな差がないと言われています（たとえば 
Angelier et al. 2007）。どうもこの差は年齢が原因で
はなさそうです。群れ個体は条件の良い場所がなわ
ばり個体で占められているため，条件の悪い環境で
暮らす必要があり，またそのため同じ場所に定着で
きない生活になります。それに伴う食物の不足や群
れ内での競争がストレスを高めていて，それは，な
わばりを維持するよりも大変なことなのだろうと著
者は考えています。

群れでいると，捕食者への警戒を他人に任せて採
食できるので（Bertram 1980）楽なのかと思ってい
ましたが，「群れざるをえない」状況は大変なので
すね。ツミの調査をしていると，群れて飛来してツ
ミの繁殖を邪魔するカラスの若鳥の群れは，憎っき
相手なのですが，これからは少し同情の眼でも見た
いと思います。
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